











以降であることが，Robinet の詳細な研究によって明らかにされている（Système et 
Existence dans l'Œuvre de Malebranche, Paris, Vrin, 1965, pp. 259-62）．しかし，Alquié
は1684年の段階で，すでに実効性の概念とともに完成されたものが見出されるとしている（Le 



















マルブランシュの引用は，Malebranche, Nicolas de, Œuvres complètes de Malebranche 
sous la direction de A. Robinet, Paris, Vrin, 20 tomes, 1958-1968よりおこなう．OC と略
記し，巻数・頁数を本文中に示した．本稿では次の二書しか使用しない．I: De la 
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ステージが確保され







































































をもち，また努力の行使と同じ起源，同じ条件をもつ」（Mémoire sur les rapports de 
l’idéologie et des mathématiques, Mémoire sur la décomposition de la pensée , éd. par 
Azouvi, 1988, p. 434），「視覚や触覚の対象であるこの外的空間あるいは延長の形式は，努
力の固有の項となる延長の形式，つまり，私と不可分な直接的覚知の対象となる延長の形
式とは，本質的に異なっている」（Essai sur les fondements de la psychologie et sur ses 
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された感覚的延長に確たる存在論的意義を見出さず，これを普遍的な数学
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に服従させ，幾何学的空間のうちに整序した








































































23  Ibid., p. 71.
24  Ibid., p. 71.
ルブランシュは人間精神の「闇」からこの観念を追い出して神に投げ入れ
たというだけのように思える．ではなぜデカルトは数学が物質を規定する
と考えたのか．それは，方法的懐疑によって明晰判明の原則の網の目にか
かるものしか回復しえないという原理的な認識論的理由だけではなく，よ
り根本的な存在論的理由があると思われる．それは，物体は「純粋数学の
対象であるというかぎりで存在しうる」23という，「本質が存在に先立つ」
という存在論的理由である．デカルトによれば，「この私が判明に知得し
うるもののすべてを，神は創造することができることに疑いはない」24の
である．つまり，存在することもしないこともできた物体は，「原型」と
しての必然的な数的本質に基づいてのみ存在が許されている．それゆえ，
物質を精神の目で洞見すれば，濁りとしての感覚は削ぎ落とされ，ついに
は神のうちなる必然的観念に行き当たる，ということになる．デカルトに
は，存在するものは，背景に原型としての数学的観念をもっているという
確信，そしてこの観念を明晰判明に知覚しうるという自信がある．これは
プラトンやアウグスティヌスの主張と似て非なるものである．というのは，
デカルトは本質を語ることによって創造を過去のものではなく，現に物質
の背後に宿る数学観念に関係づけたからである．認識は，被造世界の現象
から独立した無時間的真理を直観することでなければならないという要請
がデカルトを支配し，これをマルブランシュが叡知的延長の存在論的機能
として抉り出したと言いうるだろう．冒頭に叡知的延長という概念が，「プ
ラトンに胚胎し，デカルトで産気づいた数学主義が，マルブランシュにお
いて産声を上げたものだ」と言ったのはその意味である．
　結局，（1）の存在論的機能が（2-a）の幾何学的な認識論的機能に滲出し，
ひいては（2-b）の感覚知覚論にまで至ったということである．マルブラ
ンシュは感覚的延長にたいする明察を煌かせ，いわばこの順序を逆に遡る
観点を提出したが，直ちにこの道はプラトニズムによって閉却された．感
覚的延長の意義を汲み取る作業は我々に委ねられていると言えるだろう．
